
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な議案 提案 賛成討論 反対討論 日本共産党 清風クラブ 甲政クラブ 正政会 公明党

甲賀市コミュニティ推進基金条例の制定 市長 ○ ○ △▼ ○ ○

甲賀市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定 市長 ○ ○ ○ ○ ○

甲賀市職員の給与に関する条例の一部改正　期末一時金などの削減 市長 なし 安井直明 ● ○ ○ ○ ○

甲賀市農業集落排水処理施設条例の一部を改正 市長 ○ ○ ○ ○ ○

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）交渉への参加に反対する請願 ＪＡなど ○ ○ ○ ○ ○

ＴＰＰの参加に反対する請願 農民組合

名神名阪連絡道路の早期実現を求める請願 実現する会 ○ ○ ○ ○ ○
「尖閣諸島および周辺海域は日本の固有の領土・領海である」という毅然と
した外交姿勢を貫くことを求める意見書

安井直明 ○ ○ ○ ○ ○

「慰安婦」問題の早期解決に関する意見書 安井直明 小西喜代次 石川善太郎 ○ ● ● ● ●

ＴＰＰ交渉への参加に反対する意見書 山岡光広

免税軽油制度の存続を求める意見書 山岡光広 ○ ○ ○ ○ ○
公的責任ですべての子どもによりよい保育の補償と子育て支援を求める意
見書

小西喜代次 小松正人 村山庄衛 ○ ● ● ● ●

県事業の実施にかかる継続助成措置を求める意見書 小松正人 ○ ○ ○ ○ ○

切れ目ない中小企業支援及び金融支援策を求める意見書 加藤和孝 白坂萬理子 安井直明 ● ○ ○ ○ ○

文化・芸術の関連予算の大幅確保を求める意見書 中西弥兵衛 ○ ○ ○ ○ ○
甲政クラブの△▼は、木村・葛原・今村両議員が反対、中島・辻・土山議員は賛成

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

見なし採択

なし

なし

同趣旨の請願が採択され、集約した意見書が提案され採択されたため、議決不要

 

１２
月
定
例
議
会
は
、
１１
月
３０
日
か
ら
１２
月
２０
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
代
表
質
問
に
は
、
昨
秋
当
選
後
初
め
て
小
西
喜
代
次

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
一
般
質
問
に
は
山
岡
光
広
・
安
井
直
明
・
小
松
正
人
の
各
議
員
（
発
言
順
）
が
、
切
実
な
願
い
を
届
け
る

と
も
に
市
政
の
問
題
点
を
追
及
し
ま
し
た
。
ま
た
議
案
提
案
権
を
生
か
し
て
焦
点
と
な
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
６
本
の
意
見
書
を

提
案
し
ま
し
た
。
議
案
質
疑
や
各
常
任
委
員
会
で
も
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。 

２０１１年 １月２日 ＮＯ．８４ 

小西喜代次
信楽町勅旨 

℡  83-0765 
Fax 83-0765 

安井 直明 
土山町前野 541 

℡ 67-0147 
Fax 67-1660 

山岡 光広 
甲南町森尻 16 

℡  86-2985 
Fax 86-0415 

小松 正人 
水口町名坂 128 

℡ 62-9652 
Fax  62-9652 

 

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
、
議
案
提
案
権
を

生
か
し
て
、
６
本
の
意
見
書
案
を
提
案
。
こ
の
う
ち

尖
閣
列
島
問
題
、
免
税
軽
油
制
度
存
続
、
県
事
業
に

か
か
る
助
成
措
置
継
続
に
関
す
る
意
見
書
案
は
、
全

会
一
致
で
採
択
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
意
見
書
案
は
、

同
趣
旨
の
請
願
が
採
択
さ
れ
、
集
約
し
て
同
趣
旨
の

意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
た
め
、
議
決
不
要
と
な
り
し

た
。
議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
態
度
は
次
の
通
り
。 

主な議案に対する各党・各会派の態度  ○は賛成、●は反対

 品目名 県内産出額 生産量減少率 減少額

米 ３６４ 90.0％ ３２７．６

小麦 １１ 99.0％ １０．９

茶 １２ 25.0％ ３

牛乳乳製品 ２６ 56.0％ １４．６

牛肉 ５６ 75.0％ ４２．０

豚肉 ７ 70.0％ ４.９

鶏肉・鶏卵 ２０ 18.0％ ３.６

合 計 ４９８ 81.8％ ４０７．５

県の影響試算。合計はその他の品目を含む。単位は億円 

問 

平
成
二
三
年
度
予

算
編
成
方
針
が
、
市
民
の

暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
優

先
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
。 市

長 

子
宮
頚
が
ん
な

ど
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
の
補

助
拡
大
、
こ
ど
も
の
暑
さ

対
策
で
、
扇
風
機
、
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
。 

問 
(

仮
称)

自
治
振
興

会
づ
く
り
は
、
行
政
主
導

で
は
な
く
住
民
自
治
の
向

上
、
住
民
の
合
意
を
基
本

と
す
る
取
り
組
み
と
す
べ

き
で
な
い
か
。 

市
長 

現
在
十
二
地
区

で
準
備
さ
れ
て
お
り
、
必

要
性
を
感
じ
、
自
主
的
な

取
り
組
み
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。 

問 

学
校
の
統
廃
合
は

住
民
合
意
が
不
可
欠
で
、

拙
速
に
す
す
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
、
市
の

姿
勢
は
ど
う
か
。 

教
育
長 

十
月
実
施
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
二
二

年
度
内
に
方
針
案
を
定

め
、
市
民
の
意
見
を
聞
い

て
い
く
。 

問 

公
的
保
育
制
度
を

解
体
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
に
つ

い
て
の
所
見
、
現
制
度
で

の
公
的
責
任
の
認
識
は
ど

う
か
。 

教
育
長 

公
的
責
任
が

ま
っ
た
く
な
く
な
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
責
任
は

重
い
と
考
え
て
い
る
。 

問 

県
民
世
論
に
背
く

県
立
高
校
の
統
廃
合
へ
の

市
の
姿
勢
は
ど
う
か
。 

教
育
長 

市
内
対
象
の

両
校
と
も
地
場
産
業
に
密

着
し
た
高
校
で
あ
り
、
県

に
は
合
意
形
成
を
は
か
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。 

問 
「
国
保
広
域
化
」

は
、
国
保
税
引
き
上
げ
、

独
自
の
減
免
制
度
の
廃
止

や
滞
納
の
徴
収
強
化
と
な

り
、
反
対
意
見
を
あ
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長 

加
入
者
の
税
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
財
政
の

安
定
化
、
税
の
公
平
化
が

は
か
ら
れ
、
期
待
で
き
る
。

 菅政権がすすめようとするＴＰＰ（環太

平洋戦略的経済連携協定）が締結されれば、

農業は壊滅的打撃を受けます。県の試算で

は上記のように、生産額の８割、４０７億

円が減少。甲賀市おいてもコメやお茶など

４０億円が減少すると試算されています。

中嶋市長も農業との両立について「疑問点

はあっても賛成する判断理由はない」との

認識を示されました。１２月議会には、Ｊ

Ａ甲賀・農政連、農民組合から請願が出さ

れ、日本共産党甲賀市議員団からも意見書

が提案され、集約する形で、政府に「ＴＰ

Ｐ交渉に参加しないこと」を求める意見書

を全会一致で採択しました。 

 日本共産党甲賀市

議員団を代表して質

問する小西喜代次議

員（１２月８日） 

 《代表質問》  ◆新年度の予算編成方針について、◆仮称・自治振興会づくりの取組について、◆住民合意の

尊重が不可欠な学校の統廃合について、◆国土と社会、地域経済を破壊するＴＰＰについて、◆公的保育制度を解体

する「子ども・子育て新システム」について、◆県立高校の統廃合について、◆国保の広域化について



  ２０１０年１２月議会特集（２０１０年１１月３０日～１２月２０日） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
般
質
問
に
は
、
１４
名
の
議
員
が
質
問
に
た
ち
ま
し
た
。
山
岡
光

広
、
安
井
直
明
、
小
松
正
人
の
各
議
員
（
発
言
順
）
が
、
切
実
な
市

民
の
要
求
実
現
へ
実
態
調
査
を
も
と
に
迫
り
ま
し
た
。 

◆森林集約化施業の土地境界支援策、◆環

境こだわり農業と耕作放棄地対策、◆街路樹

の根が舗装面を破壊している問題、◆成人Ｔ

細胞白血病感染予防、◆急増する特別支援

教育、◆地域コミセンと自治振興会 

 

問 

甲
南
町
深
川
河
原
田
地
先
の
街
路
樹
の
根
が

張
り
過
ぎ
て
歩
道
の
舗
装
面
を
破
壊
、
縁
石
や
車
道

に
も
凹
凸
が
で
き
て
い
る
。
早
急
に
改
善
を
。 

 

建
設
部
長 

１
月
に
伐
採
、
翌
年
度
抜
根
、
そ
の

後
、
構
造
物
の
復
旧
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

問 

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
感
染
防
止
の
た
め
妊
産

婦
健
康
診
査
に
血
液
検
査
の
実
施
を
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

（
国
の
特
別
対
策
を
受
け
て
実

施
す
る
）
２４
年
度
以
降
も
継
続
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。 

 

問 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
甲
賀
市
農
業
へ
の
影
響
は
。 

 

産
業
経
済
部
長 

コ
メ
３０
億
、
牛
乳
乳
製
品
３
億
、

茶
１
億
６
千
、
牛
肉
１
億
３
千
な
ど
７
品
目
で
約
４０

億
円
減
少
。
農
業
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。 

 

問 

森
林
集
約
化
施
業
推
進
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
土
地
境
界
確
定
の
た
め
の
支
援
を
。 

 

市
長 

国
県
の
補
助
事
業
、
市
の
単
独
事
業
と
し

て
集
約
化
推
進
や
不
在
森
林
所
有
者
へ
の
普
及
活
動

な
ど
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

山
岡
議
員
は
、
市
長
答
弁
を
受
け
て
、
実
際
に
支

援
を
受
け
て
施
業
化
を
実
施
し
て
い
る
の
が
甲
賀
市

の
森
林
面
積
の
１
％
に
も
満
た
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、「
だ
か
ら
こ
そ
実
効
あ
る
対
策
の
た
め
の
行
政

の
姿
勢
が
大
事
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
森
林
組
合

や
地
主
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
解
決
す
る
た

め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。 

◆貴生川の保護者の真実の声が届いている

か、公立幼稚園・保育園を今まで通り存続せ

よ、◆水口古城山を整備し親しまれる森林公

園に、◆改良住宅の空き室を改修し、生活困

窮者に開放し入居を認めよ 

問 

保
護
者
と
地
域
住
民
の
願
い
は
、
市
立
貴
生

川
幼
稚
園
・
保
育
園
を
絶
対
に
な
く
さ
な
い
で
、
公

立
と
民
間
の
選
択
の
余
地
を
残
し
て
、
と
真
剣
に
訴

え
て
い
る
。
市
の
勇
気
あ
る
見
直
し
を
要
求
す
る
。 

教
育
長 

（
公
立
園
を
）
存
続
に
よ
る
並
行
開
園

は
、
園
児
の
教
育
環
境
や
施
設
の
老
朽
化
、
保
護
者

の
観
点
か
ら
難
し
い
。 

問 

保
育
施
設
を
解
除
・
閉
園
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
保
護
者
に
理
由
を
説
明
し
、
意
見
を
聞
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
児
童
福
祉
法
に
触
れ
る
も
の

で
は
な
い
か
。 

教
育
長 

抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

問 

古
城
山
の
整
備
と
、
具
体
的
な
計
画
は
。 

市
長 

連
続
発
生
の
不
審
火
、
遊
歩
道
の
確
保
、

カ
ラ
ス
対
策
、
の
三
つ
の
課
題
が
あ
る
。
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。 

産
業
経
済
部
長 

県
道
か
ら
観
音
道
ま
で
の
未
整

備
区
間
及
び
横
手
道
は
、
緊
急
対
策
事
業
で
本
年
度

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。 

問 

改
良
住
宅
に
あ
る
空
戸
数
の
譲
渡
は
ど
う
処

理
さ
れ
て
い
る
か
。 

 
市
民
環
境
部
長 

空
き
室
は
、
譲
渡
の
対
象
外
。 

 
問 
空
戸
数
は
市
営
住
宅
に
変
更
し
、
住
宅
困
窮

者
に
開
放
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
民
環
境
部
長 

地
区
内
居
住
者
に
限
定
し
て
い

て
、
市
営
住
宅
と
し
て
利
用
す
る
予
定
は
な
い
。 

◆遊休土地の活用、◆地域振興事業に関し

て若王寺から今宿までの道路整備と大野同

窓会館の改築、◆団地内空き地の環境美化

対策、◆幼稚園保育園、小中学校空調施設の

設置、◆国保法４４条窓口負担軽減 

 産業廃棄物管理型最終処分場・クリーンセンター滋賀（甲賀町神地先）で、地下

水汚染を防止するため「安全」のはずの遮水シートが破損し、さらに掘削作業中に

シートを破損させる事故が発生（１１月８日）した問題で、西川仁県議とともに市

議員団が１２月１日、現地調査し実情を聞きました（写真）。 

問 

財
政
が
厳
し
い
と
き
、
新
年
度
予
算
に
向
け

引
き
続
き
遊
休
土
地
の
活
用
を
図
る
べ
き
だ
。 

総
務
部
理
事 

十
分
な
活
用
は
な
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
新
年
度
で
５
千
万
円
程
度
を
売
却
予
定
。 

問 

県
環
境
事
業
公
社
と
の
約
束
事
は
ど
う
認
識

す
る
か
。
若
王
寺
か
ら
今
宿
間
の
道
路
整
備
や
大
野

同
窓
会
館
の
改
築
を
。 

市
長 
約
束
事
は
、
着
実
な
執
行
を
要
請
す
る
。 

建
設
部
長 
道
路
に
つ
い
て
は
、
整
備
方
針
を
ま

と
め
て
い
る
。 

教
育
長 

大
野
同
窓
会
館
は
、
同
窓
会
と
も
協
議
、

検
討
す
る
。 

問 

団
地
内
空
き
地
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
土
地

に
つ
い
て
は
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
多
い
。
環
境
美
化

対
策
は
ど
う
し
て
い
る
か
、
草
刈
条
例
な
ど
を
作
れ
。

市
民
環
境
部
長 

苦
情
の
問
題
箇
所
は
、
文
書
と

写
真
を
つ
け
て
送
付
し
て
い
る
。
今
は
、
基
本
計
画

を
立
て
て
検
証
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。 

安
井
議
員
は
、
条
例
制
定
な
ど
実
効
対
策
を
提
案
。

問 

夏
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
室
温

は
す
べ
て
30
度
以
上
だ
。
最
高
は
、
38
度
と
な
っ
て

お
り
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
設
置
せ
よ
。 

教
育
長 

新
年
度
予
算
で
順
次
改
善
に
努
め
る
。 

問 

国
保
法
44
条
の
窓
口
負
担
を
軽
減
せ
よ
。 

市
民
環
境
部
長 

県
の
指
導
を
受
け
、
国
保
運
営

協
議
会
に
は
か
り
、
対
応
し
て
い
く
。 




